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　広川消防署が管轄する八女郡広川町は、福岡県南部の
内陸部に位置し、面積３７．９４ｋ㎡、人口１９，６２６人（令
和元年１０月１日現在）と県内では比較的小さい町である。
町の中心部を国道３号線と九州自動車道が南北に貫き、広
川インターチェンジに近接するように工業団地や産業団地
が整備され、その周辺には市街地を形成している。町の西
部は農地が広がり、東部は中山間地が占めており、農業が
豊かで町の産業を支えている。
　また、町を横断するように筑後川水系の一級河川である
広川が東から西に流れており、その上流にはおよそ
１００万ｔの貯水能力を持つ広川防災ダムがある。
　広川町の災害については、過去に台風の襲来や集中豪
雨による被害が発生しており、ひとたびダムの貯水能力を
超える雨が降れば、下流域では、洪水、山間部である上流
域では土砂災害が起こる危険度が非常に高い。
　広川町の消防団員は、２００人で構成されており、平均
年齢は３３歳と比較的若く、約３６％の消防団員が町外で
勤務している。

　広川町は、平成２４年７月の九州北部豪雨を経験し、
隣接する八女市において大規模な被害が発生したことを
契機に防災意識が高まり、自主防災組織の設立に向けて
町が行政区に働きかけ、平成２６年度には３３全ての行
政区で自主防災組織が結成された。
　組織率１００％を達成した広川町は、自主防災組織の
訓練実績に応じて補助金を交付するなど、組織の活性化
を後押ししてきたが、結成から５年が経過し設立当初か
ら組織の活性化のため尽力してきた自主防災リーダーの
入れ替わりや組織役員の高齢化に伴い、訓練意欲の地域
格差などがみられるようになり、全ての自主防災組織が
いざという災害時に機能するとは言い難い現状にある。

　近年頻発する災害から住民の生命、身体及び財産を保
護するためには、消防団を中核とした地域防災力の充実
強化を図る必要があり、平成２５年１２月に「消防団を
中核とした地域防災力の充実強化に関する法律」が制定
された。この法律の第１８条には、「自主防災組織等の
教育訓練における消防団の役割」について規定されてお
り、自主防災組織をはじめとする地域の防災組織が行う
教育訓練では、消防団が指導的な役割を担うよう市町村
は必要な措置を講ずるよう努めると定められている。常
備消防機関としては、防災の専門機関として消防団が指
導的役割を果たせるよう防災教育等を行う機会を設け、
支援していかなければならない。そこで広川消防署では、
広川町消防団員を対象に「地域防災訓練指導員養成講習
会」を実施した。

１　はじめに

３　�「消防団を中核とした地域防災力の充実
強化に関する法律」の制定を受けて

２　広川町の地域防災における現状

地域防災力の中核となる地域防災訓練指導員の養成講習会を
消防団員対象に実施 八女消防本部広川消防署

また、下のグラフが示すように、消火栓を使用した消火
訓練や応急手当訓練は繰り返し行われ、身近な工具を使
用した救助訓練や安否確認訓練、避難所運営訓練、119
番通報訓練、災害図上訓練などは全く行われていない。
このようにマンネリ化した様子が伺われ、参加率の低迷
に繋がっていると考えられる。

九州自動車道広川ＩＣ 広川防災ダム

　広川町消防団員を対象に実施した地域防災訓練指導員養
成講習会では、部長職以上の３７人を指導員として養成し
た。講習会は、全８時間の講習を４日間に分け、下表のカ
リキュラムに従い、それぞれの目的に応じて実施した。

４　地域防災訓練指導員養成講習会
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　今回の講習会を受講した消防団員は、自主防災組織の
現状を再認識し、地域住民の防災に対する意識を変えた
い、災害に強いまちづくりの推進に貢献したいという思
いが芽生え、地域全体が参加する自主防災訓練のあり方
について議論が深まるなど意識の変化がみられた。

　今回の講習会を終えて、受講した消防団員にアンケー
ト調査を実施したところ、以下のように今後の活動に積

５　講習会を終えて

【地域防災訓練指導員養成講習会カリキュラム】
講　習　内　容 講　習　の　ね　ら　い

≪1回目：自主防災組織の現状と課題≫
・「消防団を中核とした地域防災力の

充実強化に関する法律」の概要
・自主防災活動の現状について
・自主防災組織の教育訓練と消防団の

役割について

○消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関する法律の概要を理解し、
地域の防災体制の充実強化を図る上で消防団が果たす役割について考える。

○自主防災訓練における現状と課題を理解し、課題の解消に向けた取り組み
を模索する。

○各地域特性に応じた訓練の種類と手法を学び、効果のある訓練を考案する。

≪２回目：災害関連知識≫
・風水害及び土砂災害の災害形態
・災害発生のメカニズム
・防災情報の活用
・有効な避難方法

○発生頻度が高い風水害・土砂災害について知識を深める。
○ハザードマップを活用し、地域の浸水害・土砂災害危険地域を把握する。
○気象庁や自治体が発表する防災情報を活用し、避難の時期と方法などを学ぶ。
○当地域で発生した災害時の避難状況の検証を行い、近隣住民の呼びかけによ

る早期避難の有効性を理解し、地域コミュニティの重要性について考える。
≪３回目：救出法、応急手当、搬送法≫
・倒壊家屋からの地域住民による救出

法
・災害現場での応急手当
・応急救護への搬送法

○倒壊家屋や転倒した家具の下敷きになった要救助者を、身近な道具を使用
して救出する方法について学ぶとともに、クラッシュ症候群への対応など、
専門的知識を身につける。

○災害時の応急救護活動について理解し、トリアージ、応急手当法、搬送法
の技術を習得する。

○災害現場での安全管理について考える。
○災害活動における消防団と自主防災組織の協力体制について学ぶ。

≪４回目：災害図上訓練≫
・消防団員による災害図上訓練の実施
・災害図上訓練の指導要領

○ 地域で起こりうる災害を認識し、災害対応や事前の対策について考える。
○ 地域の課題を発見し、対策を検討する。
○ 地域において災害図上訓練の指導要領を身につける。
○ 活発に意見交換を行うことで、コミュニケーション不足の解消を図る。
○ 災害対応について消防団と地域住民の情報共有を図る。

防災関連講話 倒壊家屋からの救出訓練

災害図上訓練

極的な意見が聞かれた。
・法律制定の背景を学び、消防団に求められる広範な

活動内容を知り、責任の重さを実感した。
・これまで発生した大規模災害時の消防団の活動内容

をはじめて知った。
・地域コミュニティの重要性を知り、今後の自主防災

活動の活性化に生かしたい。
・自主防災活動にいろいろな訓練を取り入れてみたい。
・もっと災害について学び、指導的立場として地域で

活躍したい。
　今回の講習会において、各地域特性に応じた訓練の種
類と手法を学び、今後、効果のある訓練の考案と推進が
消防団に期待される。

　今回の講習会を受講した消防団員により、新たに習得
した防災知識を地域に還元する最初の取り組みとして住
民参加型の災害図上訓練が行われた。地図を囲み住民と
消防団員が地域の防災について意見交換することによっ
て、住民の防災への関心を高める第一歩を踏み出すこと
ができた。住民を指導する消防団員自身にも、地域防災

６　地域での取り組み
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　気候変動の影響などにより、激甚化する災害が毎年の
ように発生する昨今、これまでの災害対応では限界があ
ることは明らかである。常備消防力が不足するような災
害において、住民は自助、共助の重要性を理解している
ものの、自主防災訓練への参加率は低下傾向にあり、災
害への関心や知識があっても、実際の行動には結びつい
ていないのが現状である。住民が、身近で起こりうる災
害を“自分事”としてとらえ、意識・行動する必要があり、
これからは、住民の「意識啓発」から「いかに行動の変
化につなげていくか」が重要であると考える。
　こうした社会づくりが求められる中、「消防団を中核
とした地域防災力の充実強化に関する法律」が制定され、
この法律が目指す「住民の積極的な参加の下に消防団を
中核とした地域防災力の充実強化を図り住民の安全確保
に資する」という目的を達成するため、私たち常備消防
がこの重要な役割を担う消防団員をこの法律の目的に向
かって確実に育成していかなければならない。地域に密
着した消防団員の指導・育成が、住民の防災に関する意
識を高め自発的な防災活動への参加を促進するととも
に、今後は地域の防災活動の担い手となる、少年消防ク
ラブや女性防火クラブ等の人材育成・教育訓練において
も指導的な役割を担えるよう導いていかなければならな
いと考えている。
　今回の講習会は、地域防災の充実強化を図るため消防
団員を指導・育成する使命を再認識するものとなった。
これからも、新たな地域防災の仕組みづくりのため、実
効性のある方法を練りながら、取り組みを継続し将来に
わたり消防団員を支援していく。

の一躍を担いたいという意欲が垣間見られたことは今回
の講習会の成果でもあり、今後更なる地域防災力の発展
が期待される。

７　おわりに

地域防災訓練指導員による訓練
指導（災害図上訓練）

従前から行ってきた避難訓練の
様子。マンネリ化し緊張感が感
じられない
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